
(57)【要約】

　　

【課題】　表示される画像が動画像であるか静止画像で

あるかを判断し、静止画像である場合には実質的な動作

が行われていないメモリや他の関連装置に印加される電

源供給を制御し、不要な電力が消費されることを防止す

る液晶表示装置の駆動装置を提供する。　　

【解決手段】　駆動装置は、複数の階調電圧のうち映像

データに該当する階調電圧を選択してデータ電圧として

画素に印加するデータ駆動部、画像データをデータ駆動

部に提供し、現在画像データと直前画像データとの差に

基づいて現在フレームの画像が動画像であるか静止画像

であるかを判断し、静止画像であると判断される場合に

は映像信号補正動作を中止する信号制御部を含む。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 装 置 で あ っ て 、
　 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 階 調 電 圧 生 成 部 と 、
　 前 記 複 数 の 階 調 電 圧 の う ち 画 像 デ ー タ に 該 当 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 電 圧 と し て
前 記 画 素 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、
　 前 記 画 像 デ ー タ を 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 提 供 し 、 現 在 画 像 デ ー タ と 直 前 画 像 デ ー タ と の 差
に 基 づ い て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 像 で あ る か 静 止 画 像 で あ る か を 判 断 し 、 静 止 画
像 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に は 所 定 の 制 御 動 作 を 中 止 す る 信 号 制 御 部 と 、
を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 動 作 は 画 像 デ ー タ 補 正 動 作 で あ り 、 前 記 画 像 デ ー タ 補 正 動 作 は DCC、 ACCE及 び A
CCの う ち 少 な く と も １ つ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 現 在 画 像 デ ー タ と 前 記 直 前 画 像 デ ー タ と が 異 な っ て い た り 、 そ の
差 異 が 一 定 値 以 上 の 画 素 が 所 定 数 以 上 存 在 す る 時 に は 動 画 像 で あ る と 判 断 す る 請 求 項 １ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 複 数 の 画 素 各 々 に 対 す る 前 記 現 在 画 像 デ ー タ と 直 前 画 像 デ ー タ と
を 比 較 し て 、 前 記 各 画 素 に 対 し て 前 記 現 在 画 像 デ ー タ と 前 記 直 前 画 像 デ ー タ と が 異 な っ て
い た り 、 そ の 差 異 が 一 定 値 以 上 で あ る 毎 に 生 成 さ れ る パ ル ス を 備 え た 第 １ 比 較 信 号 を 各 行
毎 に 出 力 す る デ ー タ 比 較 部 と 、 前 記 第 １ 比 較 信 号 に 含 ま れ た パ ル ス 数 を 計 数 し 、 前 記 計 数
さ れ た パ ル ス 数 が 第 １ 設 定 個 数 以 上 と な る 毎 に 生 成 さ れ る パ ル ス を 備 え た 第 ２ 比 較 信 号 を
各 フ レ ー ム 毎 に 出 力 す る 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー と 、 前 記 第 ２ 比 較 信 号 に 含 ま れ た パ ル ス
数 を 計 数 し 、 前 記 計 数 さ れ た パ ル ス 数 が 第 ２ 設 定 個 数 以 上 と な る 毎 に 生 成 さ れ る パ ル ス を
備 え た 第 ３ 比 較 信 号 を 第 １ 周 期 毎 に 出 力 す る ラ イ ン フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー 、 及 び 前 記 第 ３ 比
較 信 号 に 含 ま れ た 前 記 パ ル ス が 第 ３ 設 定 個 数 以 上 あ る 時 、 前 記 第 １ 周 期 以 後 連 続 す る 第 ２
周 期 の 間 の 画 像 デ ー タ を 動 画 像 で あ る と 判 断 し 、 そ う で な い 場 合 に は 静 止 画 像 で あ る と 判
断 し て 、 第 １ 状 態 ま た は 第 ２ 状 態 の 結 果 信 号 を 出 力 す る フ レ ー ム 状 態 検 出 部 と を 含 む 請 求
項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 設 定 個 数 は 全 画 素 数 の ３ ０ ％ 以 上 に 当 た る 個 数 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 設 定 個 数 は 全 行 数 の ３ ０ ％ 以 上 に 当 た る 個 数 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ３ 設 定 個 数 は 少 な く と も 一 つ で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 周 期 は 連 続 す る ５ フ レ ー ム の 間 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装
置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 周 期 は 連 続 す る ２ ５ フ レ ー ム の 間 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動
装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 第 ２ 周 期 の 間 に 判 断 さ れ た 画 像 の 種 類 と 同 じ 種 類 で 前 記 第 １ 周 期
の 間 の 画 像 を 判 断 す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 結 果 信 号 は 前 記 第 ２ 周 期 と 前 記 第 ２ 周 期 に 連 続 す る 第 １ 周 期 の 間 に 第 １ ま た は 第 ２
状 態 を 維 持 し 、 前 記 第 １ 状 態 は 高 レ ベ ル で あ る ハ イ ま た は 低 レ ベ ル で あ る ロ ー 状 態 の い ず

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-272270 A 2004.9.30



れ か １ つ で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は １ フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ を 記 憶 す る フ レ ー ム メ モ リ を さ ら に 含 み 、 前
記 直 前 画 像 デ ー タ は 前 記 フ レ ー ム メ モ リ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ で あ る 請 求 項 １ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 方 法 で あ っ て 、 直 前 フ レ
ー ム と 現 在 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を 読 み 取 る 段 階 と 、 各 画 素 毎 に 前 記 直 前 フ レ ー ム の 画 像
デ ー タ と 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し 、 ２ つ の デ ー タ が 異 な っ て い た り 、 そ
の 差 が 一 定 値 以 上 で あ る 毎 に 生 成 さ れ る パ ル ス を 備 え た 第 １ 比 較 信 号 を 各 行 毎 に 生 成 す る
段 階 と 、 前 記 第 １ 比 較 信 号 に 含 ま れ た パ ル ス 数 を 計 数 し 、 前 記 計 数 さ れ た パ ル ス 数 が 第 １
設 定 個 数 以 上 と な る 毎 に 生 成 さ れ る パ ル ス を 備 え た 第 ２ 比 較 信 号 を フ レ ー ム 毎 に 生 成 す る
段 階 と 、 前 記 第 ２ 比 較 信 号 に 含 ま れ た パ ル ス 数 を 計 数 し 、 前 記 計 数 さ れ た パ ル ス 数 が 第 ２
設 定 個 数 以 上 で あ る 度 に パ ル ス を 備 え た 第 ３ 比 較 信 号 を 第 １ 周 期 毎 に 生 成 す る 段 階 、 そ し
て 前 記 第 ３ 比 較 信 号 に 含 ま れ た 前 記 パ ル ス が 第 ３ 設 定 個 数 以 上 で あ る 時 、 前 記 第 １ 周 期 以
後 連 続 す る 第 ２ 周 期 の 間 の 画 像 デ ー タ を 動 画 像 で あ る と 判 断 し 、 そ う で な い 場 合 に は 静 止
画 像 で あ る と 判 断 し て 、 静 止 画 像 で あ る 場 合 に は 所 定 の 制 御 動 作 を 中 止 す る 段 階 と を 含 む
液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 周 期 は 連 続 す る ５ フ レ ー ム の 間 で あ る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動
方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ 周 期 は 連 続 す る ２ ５ フ レ ー ム の 間 で あ る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆
動 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ２ 周 期 の 間 に 判 断 さ れ た 画 像 の 種 類 と 同 じ 種 類 で 次 の 第 １ 周 期 の 間 の 画 像 を 判 断
す る 請 求 項 １ ４ ま た は 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。

　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 及 び そ の 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 を 備 え る ２ つ の 表 示 板 と そ の 間 に 入 っ
て い る 誘 電 率 異 方 性 を 有 す る 液 晶 層 を 含 む 。 画 素 電 極 は 行 列 状 に 配 列 さ れ 、 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ （ TFT） な ど の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ て １ 行 ず つ 順 次 に デ ー タ 電 圧 を 印 加 さ れ
る 。 共 通 電 極 は 表 示 板 の 全 面 に 形 成 さ れ 共 通 電 圧 を 印 加 さ れ る 。 画 素 電 極 と 共 通 電 極 及 び
そ の 間 の 液 晶 層 は 回 路 的 に は 液 晶 蓄 電 器 を 構 成 し 、 液 晶 蓄 電 器 は こ れ に 連 結 さ れ た ス イ ッ
チ ン グ 素 子 と 共 に 画 素 を 構 成 す る 基 本 単 位 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 で は 、 ２ つ の 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 液 晶 層 に 電 界 を 生 成 し 、 こ
の 電 界 の 強 さ を 調 節 し て 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 透 過 率 を 調 節 す る こ と に よ っ て 所 望 の 画 像
を 得 る 。 こ の 時 、 液 晶 層 に 一 方 向 の 電 界 が 長 く 印 加 さ れ る こ と で 発 生 す る 劣 化 現 象 を 防 止
す る た め に 、 フ レ ー ム 毎 、 行 毎 、 ま た は ド ッ ト 毎 に 共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を
反 転 さ せ る 。 と こ ろ が 、 液 晶 分 子 の 応 答 速 度 が 遅 い の で 液 晶 蓄 電 器 に 充 電 さ れ る 電 圧 （ 以
下 、 画 素 電 圧 と 称 す ） が 目 標 電 圧 、 つ ま り 、 所 望 の 輝 度 が 得 ら れ る 電 圧 に 到 達 す る ま で に
あ る 程 度 の 時 間 が か か り 、 液 晶 表 示 装 置 の 画 質 が 悪 く な る 。 こ の よ う な 液 晶 の 応 答 速 度 遅
延 に よ る 画 質 悪 化 を 改 善 す る た め に 、 DCC（ dynamic　 capacitance　 compensation） 、 ACC
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E（ adaptive　 color　 contrast　 enhancement） 、 ACC（ accurate　 color　 capture） な ど
の よ う な 多 く の 改 善 技 術 が 開 発 適 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 画 質 改 善 の 技 術 は 液 晶 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 画 像 の 種 類 、 つ ま り 、
動 画 像 で あ る か 静 止 画 像 で あ る か に 関 係 な く 同 様 に 適 用 さ れ る 。 こ の た め 、 長 時 間 静 止 画
像 が 表 示 さ れ て い る に も か か わ ら ず 、 メ モ リ や 他 の 関 連 装 置 等 が 動 画 像 を 表 示 す る 場 合 と
同 様 の 動 作 状 態 を 維 持 し 、 不 要 な 電 力 消 費 が 生 じ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 技 術 的 課 題 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 不 要 な 電 力 消 費 を 減 ら す こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含
む 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 階 調 電 圧 生 成 部 、 前
記 複 数 の 階 調 電 圧 の う ち 画 像 デ ー タ に 該 当 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 電 圧 と し て 前 記
画 素 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、 前 記 画 像 デ ー タ を 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 提 供 し て 、 現 在 画
像 デ ー タ と 直 前 画 像 デ ー タ と の 差 に 基 づ い て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 像 で あ る か 静
止 画 像 で あ る か を 判 断 し 、 静 止 画 像 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に は 、 所 定 の 制 御 動 作 を 中 止
す る 信 号 制 御 部 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 制 御 動 作 は 画 像 デ ー タ 補 正 動 作 で あ り 、 前 記 画 像 デ ー タ 補 正 動 作 は DCC、 ACCE及 び A
CCの う ち 少 な く と も １ つ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 、 前 記 現 在 画 像 デ ー タ と 前 記 直 前 画 像 デ ー タ と が 異 な っ て い た り 、 そ
の 差 異 が 一 定 値 以 上 で あ る 画 素 が 所 定 数 以 上 存 在 す る 場 合 に は 動 画 像 で あ る と 判 断 す る の
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 複 数 の 画 素 各 々 に 対 す る 前 記 現 在 画 像 デ ー タ と 直 前 画 像 デ
ー タ と を 比 較 し 、 前 記 各 画 素 に 対 し て 前 記 現 在 画 像 デ ー タ と 前 記 直 前 画 像 デ ー タ が 異 な っ
て い た り 、 そ の 差 異 が 一 定 値 以 上 と な る 毎 に 生 成 さ れ る パ ル ス を 備 え た 第 １ 比 較 信 号 を 各
行 毎 に 出 力 す る デ ー タ 比 較 部 、 前 記 第 １ 比 較 信 号 に 含 ま れ た パ ル ス 数 を 計 数 し 、 前 記 計 数
さ れ た パ ル ス 数 が 第 １ 設 定 個 数 以 上 と な る 毎 に 生 成 さ れ る パ ル ス を 備 え た 第 ２ 比 較 信 号 を
各 フ レ ー ム 毎 に 出 力 す る 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー 、 前 記 第 ２ 比 較 信 号 に 含 ま れ た パ ル ス 数
を 計 数 し 、 前 記 計 数 さ れ た パ ル ス 数 が 第 ２ 設 定 個 数 以 上 と な る 毎 に 生 成 さ れ る パ ル ス を 備
え た 第 ３ 比 較 信 号 を 第 １ 周 期 ご と に 出 力 す る ラ イ ン フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー 、 及 び 前 記 第 ３ 比
較 信 号 に 含 ま れ た 前 記 パ ル ス が 第 ３ 設 定 個 数 以 上 で あ る 時 、 前 記 第 １ 周 期 以 後 連 続 す る 第
２ 周 期 の 間 の 映 像 デ ー タ を 動 画 像 で あ る と 判 断 し 、 そ う で な い 場 合 に は 静 止 画 像 で あ る と
判 断 し て 、 第 １ 状 態 ま た は 第 ２ 状 態 の 結 果 信 号 を 出 力 す る フ レ ー ム 状 態 検 出 部 を 含 む こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 時 、 前 記 第 １ 設 定 個 数 は 全 画 素 の ３ ０ ％ 以 上 に 当 た る 個 数 で あ り 、 前 記 第 ２ 設 定 個
数 は 全 行 の ３ ０ ％ 以 上 に 当 た る 個 数 で あ る の が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 第 ３ 設 定 個 数 は 少 な
く と も １ つ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て 前 記 結 果 信 号 は 、 前 記 第 ２ 周 期 と 前 記 第 ２ 周 期 に 連 続 す る 第 １ 周 期 の 間
に 第 １ ま た は 第 ２ 状 態 を 維 持 し 、 前 記 第 １ 状 態 は 高 レ ベ ル で あ る ハ イ ま た は 低 レ ベ ル で あ
る ロ ー 状 態 の い ず れ か １ つ で あ る の が 良 い 。 ま た 、 前 記 信 号 制 御 部 は １ フ レ ー ム の 映 像 デ
ー タ を 記 憶 す る フ レ ー ム メ モ リ を さ ら に 含 み 、 前 記 直 前 映 像 デ ー タ は 前 記 フ レ ー ム メ モ リ
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に 記 憶 さ れ て い る 映 像 デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を
含 む 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 方 法 で あ っ て 、 直 前 フ レ ー ム と 現 在 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ を
読 み 取 る 段 階 、 各 画 素 別 に 前 記 直 前 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ と 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 デ ー
タ と を 比 較 し て 、 ２ つ の デ ー タ が 異 な っ て い た り 、 そ の 差 異 が 一 定 値 以 上 と な る 毎 に 生 成
さ れ る パ ル ス を 備 え た 第 １ 比 較 信 号 を 各 行 毎 に 生 成 す る 段 階 、 前 記 第 １ 比 較 信 号 に 含 ま れ
た パ ル ス 数 を 計 数 し 、 前 記 計 数 さ れ た パ ル ス 数 が 第 １ 設 定 個 数 以 上 と な る 毎 に 生 成 さ れ る
パ ル ス を 備 え た 第 ２ 比 較 信 号 を フ レ ー ム 毎 に 生 成 す る 段 階 、 前 記 第 ２ 比 較 信 号 に 含 ま れ た
パ ル ス 数 を 計 数 し 、 前 記 計 数 さ れ た パ ル ス 数 が 第 ２ 設 定 個 数 以 上 と な る 毎 に 生 成 さ れ る パ
ル ス を 備 え た 第 ３ 比 較 信 号 を 第 １ 周 期 毎 に 生 成 す る 段 階 、 そ し て 前 記 第 ３ 比 較 信 号 に 含 ま
れ た 前 記 パ ル ス が 第 ３ 設 定 個 数 以 上 で あ る 時 、 前 記 第 １ 周 期 以 後 連 続 す る 第 ２ 周 期 の 間 の
画 像 デ ー タ を 動 画 像 で あ る と 判 断 し 、 そ う で な い 場 合 に は 静 止 画 像 で あ る と 判 断 し て 、 静
止 画 像 で あ る 時 は 所 定 の 制 御 動 作 を 中 止 す る 段 階 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 本 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ 周 期 は 連 続 す る ５ フ レ ー ム の 期 間 で あ り 、 前 記 第 ２ 周 期 は
連 続 す る ２ ５ フ レ ー ム の 期 間 で あ る の が 好 ま し い 。 ま た 、 本 発 明 は 前 記 第 ２ 周 期 の 間 に 判
断 さ れ た 画 像 の 種 類 と 同 じ 種 類 で 次 の 前 記 第 １ 周 期 の 間 の 画 像 を 判 断 す る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 現 在 表 示 さ れ て い る 画 像 が 動 画 像 で あ る か 静 止 画 像 で あ る か
を 検 出 し 、 静 止 画 像 で あ る 場 合 に は 実 質 的 に 動 作 が 行 な わ れ て い な い 装 置 に 対 し 電 源 供 給
が 遮 断 さ れ る の で 、 不 要 な 電 力 消 費 が 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 に 対 し て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常
の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 面 は 、 各 種 の 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 厚 さ を 拡 大 し て 示 し て い る 。 明 細 書
全 体 を 通 じ て 類 似 し た 部 分 に つ い て は 同 一 図 面 符 号 を 付 け て い る 。 層 、 膜 、 領 域 、 板 な ど
の 部 分 が 他 の 部 分 の “ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の “ す ぐ 上 に ” あ る 場 合 に 限
ら ず 、 そ の 中 間 に 更 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 逆 に 、 あ る 部 分 が 他 の 部 分 の “ す ぐ 上
に ” あ る と す る 時 は 、 中 間 に 他 の 部 分 が な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図
１ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 の １ 実 施 例 に
よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ 及 び こ れ に
連 結 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ と デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 連 結 さ れ た
階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ 、 そ し て こ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 等 価 回 路 か ら 見 て 複 数 の 表 示 信 号 線 G１ -G n 、 D１ -D m と こ れ に
連 結 さ れ 概 ね 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 表 示 信 号 線 G１ -G n 、 D１ -D m は 、 ゲ ー ト 信 号 （ 走 査 信 号 と も い う 。 ） を 伝 達 す る 複 数 の ゲ
ー ト 線 G１ -G n と デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 線 D１ -D m と を 含 む 。 ゲ ー ト 線 G１ -G n は 概 ね 行
方 向 に の び て 互 い に ほ ぼ 平 行 し 、 デ ー タ 線 D１ -D m は 概 ね 列 方 向 に の び て 互 い に ほ ぼ 平 行 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 各 画 素 は 表 示 信 号 線 （ G１ -G n 、 D１ -D m ） に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qと こ れ に 連 結
さ れ た 液 晶 蓄 電 器 Clc及 び 維 持 蓄 電 器 Cstを 含 む 。 維 持 蓄 電 器 Cstは 必 要 に 応 じ て 省 略 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qは 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 備 え ら れ て お り 、 ３ 端 子 素 子 で あ っ て そ の 制
御 端 子 及 び 入 力 端 子 は 各 々 ゲ ー ト 線 G１ -G n 及 び デ ー タ 線 D１ -D m に 連 結 さ れ て お り 、 出 力 端
子 は 液 晶 蓄 電 器 Clc及 び 維 持 蓄 電 器 Cstに 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 液 晶 蓄 電 器 Clcは 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ と 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 共 通 電 極
２ ７ ０ を ２ つ の 端 子 と し 、 ２ つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ の 間 の 液 晶 層 ３ は 誘 電 体 と し て 機 能
す る 。 画 素 電 極 １ ９ ０ は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qに 連 結 さ れ 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 上 部 表 示 板 ２
０ ０ の 全 面 に 形 成 さ れ 共 通 電 圧 Vcomの 印 加 を 受 け る 。 図 ２ と は 異 な り 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ が
下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 設 け ら れ た 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ り 、 こ の 時 に は ２ つ の 電 極 １ ９
０ 、 ２ ７ ０ が 全 て 線 形 ま た は 棒 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 維 持 蓄 電 器 Cstは 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 設 け ら れ た 別 個 の 信 号 線 （ 図 示 せ ず ） と 画 素 電
極 １ ９ ０ と が 重 な る こ と に よ り 形 成 さ れ 、 こ の 別 個 の 信 号 線 に は 共 通 電 圧 Vcomな ど の 定 め
ら れ た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 こ れ 以 外 に も 、 維 持 蓄 電 器 Cstは 、 画 素 電 極 １ ９ ０ が 絶 縁 体 を
媒 介 と し て す ぐ 上 の 前 段 ゲ ー ト 線 と 重 な る こ と に よ り 形 成 さ れ る 構 成 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 色 表 示 を 実 現 す る た め に は 各 画 素 が 色 相 を 表 現 で き な け れ ば な ら な い が 、 こ れ は
画 素 電 極 １ ９ ０ に 対 応 す る 領 域 に 赤 色 、 緑 色 、 ま た は 青 色 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ を 設 け る
こ と に よ っ て 可 能 と な る 。 図 ２ で は 、 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ は 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 該 当 領 域
に 形 成 さ れ て い る が 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ の 上 ま た は 下 に 形 成 す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 １ で 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 液 晶 表 示 装 置 の 透 過 率 に 係 わ る 複 数 の 階 調 電 圧
を 生 成 し 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の ゲ ー ト 線 G１ -G n に 連 結 さ れ 外
部 か ら の ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonと ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffの 組 み 合 わ せ か ら な る ゲ ー ト 信 号 を ゲ
ー ト 線 G１ -G n に 印 加 し 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の デ ー タ 線 D１ -D m
に 連 結 さ れ 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 電 圧 と し て デ ー タ 線 D

１ -D m に 印 加 す る 。 デ ー タ 電 圧 は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qを 通 じ て 液 晶 蓄 電 器 Clcの 画 素 電 極
１ ９ ０ に 印 加 さ れ 、 デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 Vcomと の 差 は 液 晶 蓄 電 器 Clcの 充 電 電 圧 、 つ ま
り 、 画 素 電 圧 と し て 表 れ る 。 液 晶 蓄 電 器 Clcの 液 晶 分 子 は 画 素 電 圧 の 大 き さ に よ っ て そ の
配 列 を 変 え 、 こ れ に よ り 液 晶 層 ３ を 通 過 す る 光 の 偏 光 が 変 化 す る 。 こ の よ う な 偏 光 の 変 化
は 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に 取 り 付 け ら れ た 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 光 の 透 過 率 変 化 と
し て 表 れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 フ レ ー ム メ モ リ ６ １ ０ と フ レ ー ム メ モ リ ６ １ ０ に 連 結 さ れ た 画 像
種 類 検 出 部 ６ ２ ０ を 含 む 。 フ レ ー ム メ モ リ ６ １ ０ は 、 １ フ レ ー ム に 該 当 す る 画 像 信 号 （ R
、 G、 B） を 記 憶 す る 。 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 画 像 種 類 検 出 部 ６ ２ ０ が 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ に
内 蔵 さ れ る 構 成 と な っ て い る が 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ と は 異 な る 別 途 の 装 置 で 信 号 制 御 部 ６
０ ０ 外 部 に 装 着 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 機 （ 図 示 せ ず ） か ら RGB画 像 信 号 （ R、 G
、 B） 及 び そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 、 例 え ば 、 垂 直 同 期 信 号 Vsyncと 水 平 同 期 信 号
Hsync、 メ イ ン ク ロ ッ ク 信 号 MCLK、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEな ど の 提 供 を 受 け る 。 信 号 制
御 部 ６ ０ ０ は 、 入 力 制 御 信 号 に 基 づ い て ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ 及 び デ ー タ 制 御 信 号 CONT２
な ど を 生 成 し 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 送 り 出 し 、 デ ー タ 制 御 信 号
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CONT２ を デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 送 出 す る 。 ま た 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ の 画 像 種 類 検 出 部 ６ ２
０ は 、 直 前 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ と 現 在 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ の 階 調 差 、 つ ま り 、 デ ー タ
値 に 基 づ い て 現 在 表 示 さ れ て い る 画 像 が 静 止 画 像 で あ る か 、 動 画 像 で あ る か を 検 出 し 、 信
号 制 御 部 ６ ０ ０ は 検 出 さ れ た 画 像 の 種 類 に よ っ て 画 像 デ ー タ の 補 正 動 作 を 制 御 す る 。 画 像
種 類 検 出 部 ６ ２ ０ の 検 出 動 作 に つ い て は 後 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ は 、 ゲ ー ト オ ン パ ル ス （ ゲ ー ト オ ン 電 圧 区 間 ） の 出 力 開 始 を 指 示
す る 垂 直 同 期 開 始 信 号 STV、 ゲ ー ト オ ン パ ル ス の 出 力 時 期 を 制 御 す る ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 C
PV及 び ゲ ー ト オ ン パ ル ス の 幅 を 限 定 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEな ど を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ は 、 画 像 デ ー タ （ R'、 G'、 B'） の 入 力 開 始 を 指 示 す る 水 平 同 期 開
始 信 号 STHと デ ー タ 線 D１ -D m に 該 当 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 指 示 す る ロ ー ド 信 号 LOAD、 共 通 電
圧 Vcomに 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 （ 以 下 、 “ 共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 ” を 略 し
て “ デ ー タ 電 圧 の 極 性 ” と 記 す る ） を 反 転 さ せ る 反 転 信 号 RVS及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 HCL
Kな ど を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ に よ っ て １ つ の
行 の 画 素 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ （ R'、 G'、 B'） を 順 次 に 受 信 し 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か
ら の 階 調 電 圧 の う ち 各 画 像 デ ー タ （ R'、 G'、 B'） に 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と に よ
っ て 、 画 像 デ ー タ （ R'、 G'、 B'） を 該 当 デ ー タ 電 圧 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ に よ っ て ゲ ー ト
オ ン 電 圧 Vonを ゲ ー ト 線 G１ -G n に 印 加 し 、 こ の ゲ ー ト 線 G１ -G n に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ
素 子 Qを タ ー ン オ ン さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ つ の ゲ ー ト 線 G１ -G n に ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonが 印 加 さ れ 、 こ れ に 連 結 さ れ た １ つ の 行 の
ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qが タ ー ン オ ン さ れ て い る 間 （ こ の 期 間 を １ Hま た は １ 水 平 周 期 と い い 、
水 平 同 期 信 号 Hsync、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DE、 ゲ ー ト ク ロ ッ ク CPVの １ 周 期 と 同 じ で あ る
。 ） 、 デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ ０ は 各 デ ー タ 電 圧 を 該 当 デ ー タ 線 D１ -D m に 供 給 す る 。 デ ー タ 線 D

１ -D m に 供 給 さ れ た デ ー タ 電 圧 は 、 タ ー ン オ ン さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qを 通 じ て 該 当 画 素
に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 方 式 で 、 １ フ レ ー ム 期 間 の 間 全 て の ゲ ー ト 線 G１ -G n に 対 し て 順 次 に ゲ ー ト オ
ン 電 圧 Vonを 印 加 し 、 全 て の 画 素 に デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 。 １ フ レ ー ム が 終 わ れ ば 次 の フ
レ ー ム が 始 ま り 、 各 画 素 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 直 前 フ レ ー ム で の 極 性 と 反 対 に
な る よ う に デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 印 加 さ れ る 反 転 信 号 RVSの 状 態 が 制 御 さ れ る （ フ レ ー ム
反 転 ） 。 こ の 時 、 １ フ レ ー ム 内 に お い て 反 転 信 号 RVSの 特 性 に よ っ て １ つ の デ ー タ 線 を 通
じ て 流 れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 変 え た り （ ラ イ ン 反 転 ） 、 １ つ の 画 素 行 に 印 加 さ れ る デ ー
タ 電 圧 の 極 性 を 互 い に 異 な る よ う に 構 成 す る こ と が で き る （ ド ッ ト 反 転 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 は 、 本 発 明 の １ 実 施 例 に 基 づ い て 、 直 前 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ と 現 在 フ レ ー ム の 画 像
デ ー タ （ R、 G、 B） の 階 調 差 に よ っ て 現 在 表 示 さ れ て い る 画 像 の 種 類 、 つ ま り 、 静 止 画 像
で あ る か 動 画 像 で あ る か を 検 出 す る 動 作 に つ い て 図 ３ 及 び 図 ４ a～ 図 ４ dを 参 照 し て 詳 細 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 画 像 種 類 検 出 部 ６ ２ ０ の 詳 細 ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ４ a
～ 図 ４ dは 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 動 作 タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 画 像 種 類 検 出 部 ６ ２ ０ は デ ー タ 比 較 部 ６ ２ １ 、 デ ー タ 比 較 部 ６ ２ １
に 連 結 さ れ た 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ２ 、 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ２ に 連 結 さ れ
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た ラ イ ン フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ３ 及 び ラ イ ン フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ３ に 連 結 さ れ た フ
レ ー ム 状 態 検 出 部 ６ ２ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 デ ー タ 比 較 部 ６ ２ １ は フ レ ー ム メ モ リ ６ １ ０ に 連 結 さ れ て お り 、 現 在 （ N） フ レ ー ム の
画 像 デ ー タ （ R、 G、 B） と 直 前 （ N-１ ） フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま ず 、 １ フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ （ R、 G、 B） が 順 次 に フ レ ー ム メ モ リ ６ １ ０ と 画 像 種 類
検 出 部 ６ ２ ０ に 入 力 さ れ る と 、 フ レ ー ム メ モ リ ６ １ ０ は こ れ ら の 画 像 デ ー タ （ R、 G、 B）
を 記 憶 す る 。 こ の 時 、 画 像 種 類 検 出 部 ６ ２ ０ は 、 入 力 さ れ る 現 在 （ N） フ レ ー ム の 画 像 デ
ー タ （ R、 G、 B） （ 以 下 、 現 在 デ ー タ と い う 。 ） を 読 み 取 る と 同 時 に フ レ ー ム メ モ リ ６ １
０ に 既 に 記 憶 さ れ て い る 直 前 （ N-１ ） フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ （ 以 下 、 直 前 デ ー タ と い う 。
） を 順 次 に 読 み 取 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 画 像 種 類 検 出 部 ６ ２ ０ は 、 現 在 デ ー タ （ R、 G、 B） と 直 前 デ ー タ と を 比 較 し て 現 在 表 示
さ れ て い る 画 像 が 静 止 画 像 で あ る か 動 画 像 で あ る か を 判 断 す る 。 次 に 、 こ の よ う な 画 像 種
類 検 出 部 ６ ２ ０ の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 画 像 種 類 検 出 部 ６ ２ ０ の デ ー タ 比 較 部 ６ ２ １ に 現 在 デ ー タ （ R、 G、 B） と 直 前 デ ー タ が
印 加 さ れ る と 、 デ ー タ 比 較 部 ６ ２ １ は 、 図 ４ aに 示 す よ う に 、 直 前 フ レ ー ム の 全 デ ー タ と
現 在 フ レ ー ム の 全 デ ー タ 、 つ ま り 、 全 て の 画 素 に 印 加 さ れ る デ ー タ 値 を 比 較 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ aの よ う に 、 デ ー タ 比 較 部 ６ ２ １ は 、 各 画 素 に 対 す る 現 在 フ レ ー ム の デ ー タ と 直 前
フ レ ー ム の デ ー タ を 比 較 し た 後 、 各 行 毎 に 該 当 す る 画 素 フ ラ ッ グ 信 号 PFSを 生 成 し て 画 素
フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ２ に 提 供 す る 。 各 画 素 フ ラ ッ グ 信 号 PFSは 、 各 画 素 の 直 前 デ ー タ
と 現 在 デ ー タ と が 異 な っ て い た り 、 そ の 差 異 が 一 定 値 以 上 で あ る 場 合 に １ 個 ず つ の パ ル ス
を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ２ は 、 各 画 素 フ ラ ッ グ 信 号 PFSの パ ル ス 数 を カ ウ ン テ ィ ン
グ し て 該 当 行 の 状 態 が 直 前 フ レ ー ム と 異 な っ て い る か 否 か を 判 断 し 、 該 当 す る ラ イ ン フ ラ
ッ グ 信 号 LFSを 生 成 す る 。 例 え ば 、 １ 画 素 の フ ラ ッ グ 信 号 PFSの カ ウ ン テ ィ ン グ さ れ た パ ル
ス 数 が 該 当 行 の 画 素 数 の 約 ３ ０ ％ 以 上 で あ る 場 合 、 つ ま り 、 １ 行 の 画 素 の う ち 現 在 デ ー タ
と 直 前 デ ー タ と が 異 な る 画 素 が ３ ０ ％ 以 上 存 在 す る 場 合 、 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ２
は 該 当 行 の 状 態 が 直 前 フ レ ー ム と 異 な る も の と 判 断 し 、 ラ イ ン フ ラ ッ グ 信 号 LFSに パ ル ス
を 生 成 す る （ 図 ４ a参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 通 常 、 XGA級 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 １ 行 に １ ０ ２ ４ 個 の 画 素 が 存 在 す る た め 、 約 ３ １ ２
個 以 上 の 画 素 の 現 在 デ ー タ が 直 前 デ ー タ と 異 な っ て い る 場 合 、 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６
２ ２ は ラ イ ン フ ラ ッ グ 信 号 LFSに パ ル ス を 発 生 さ せ る 。 本 発 明 の 実 施 例 で 、 ラ イ ン フ ラ ッ
グ 信 号 LFSに 含 ま れ た パ ル ス は 画 素 フ ラ ッ グ 信 号 PFSに 含 ま れ た パ ル ス 個 数 を 行 周 期 で 計 数
し 、 そ の 計 数 結 果 に よ っ て 発 生 の 可 否 が 決 ま る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ラ イ ン フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ３ は 、 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ２ か ら の ラ イ ン フ ラ
ッ グ 信 号 LFSに 存 在 す る パ ル ス 数 を カ ウ ン テ ィ ン グ し 、 該 当 フ レ ー ム の 状 態 が 直 前 フ レ ー
ム と 異 な っ て い る か 否 か を 判 断 し 、 該 当 す る フ レ ー ム フ ラ ッ グ 信 号 FFSを 生 成 し て フ レ ー
ム 状 態 検 出 部 ６ ２ ４ に 供 給 す る 。 図 ４ bに 示 す よ う に 、 ラ イ ン フ ラ ッ グ 信 号 LFSの パ ル ス 数
が 所 定 個 数 以 上 で あ る 場 合 、 例 え ば 、 １ フ レ ー ム の 全 行 の 約 ３ ０ ％ 以 上 が 直 前 フ レ ー ム の
該 当 行 と 異 な れ ば 、 ラ イ ン フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ３ は 現 在 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ が 直 前
フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ と 異 な る 動 画 像 が 表 示 さ れ て い る フ レ ー ム で あ る と 判 断 す る 。 し た
が っ て 、 ラ イ ン フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ３ は 、 ラ イ ン フ ラ ッ グ 信 号 LFSに 含 ま れ た パ ル ス
を 計 数 し 、 そ の 計 数 結 果 に よ っ て フ レ ー ム 周 期 に 合 う よ う に パ ル ス 生 成 の 可 否 を 決 め る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 般 に 、 XGA級 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 １ フ レ ー ム に ７ ６ ８ 個 の 行 （ ゲ ー ト 線 ） が 存 在 す
る の で 、 ラ イ ン フ ラ ッ グ 信 号 LFSの パ ル ス 数 が ２ ５ ６ 個 （ 約 ３ ０ ％ ） で あ れ ば 、 ラ イ ン フ
ラ ッ グ カ ウ ン タ ー ６ ２ ３ は フ レ ー ム フ ラ ッ グ 信 号 FFSに パ ル ス を 発 生 さ せ る （ 図 ４ b参 照 ）
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 フ レ ー ム フ ラ ッ グ 信 号 FFSは 、 例 え ば 、 連 続 す る ５ 個 の フ レ ー ム に 対 し て １ つ ず つ 生 成
さ れ る （ 図 ４ c） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 で 、 ５ 個 の 連 続 フ レ ー ム （ 以 下 、 フ ィ ル タ リ ン グ 周 期 と 称 す る ） の う ち
１ フ レ ー ム で も 直 前 フ レ ー ム と 異 な れ ば 、 つ ま り 、 フ レ ー ム フ ラ ッ グ 信 号 FFSに パ ル ス が
１ つ で も 存 在 す れ ば 、 フ レ ー ム 状 態 検 出 部 ６ ２ ４ は 、 画 像 種 類 検 出 信 号 MS_SELを フ ィ ル タ
リ ン グ 周 期 が 終 わ る 時 点 で 高 レ ベ ル （ ハ イ ） 状 態 に 変 換 す る 。 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 こ の
フ ィ ル タ リ ン グ 周 期 が 終 了 し た 後 、 ２ ５ フ レ ー ム の 間 と 次 の フ ィ ル タ リ ン グ 周 期 の 間 （ ５
個 の 連 続 フ レ ー ム の 間 ） を 動 画 像 状 態 と 見 な す 。 こ の 時 、 図 ４ dに 示 す よ う に 、 画 像 種 類
検 出 信 号 MS_SELは フ ィ ル タ リ ン グ 周 期 が 終 了 し た 後 、 連 続 す る ２ ５ フ レ ー ム の 間 、 そ し て
続 く 次 の フ ィ ル タ リ ン グ 周 期 の 間 、 つ ま り 、 全 ３ ０ フ レ ー ム の 間 に 高 レ ベ ル 状 態 を 維 持 す
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う な 動 作 に よ り 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 画 像 種 類 検 出 信 号 MS_SELが 連 続 す る ３ ０
フ レ ー ム の 間 に 低 レ ベ ル 状 態 の 場 合 、 画 質 補 償 制 御 動 作 、 例 え ば 、 DCCの よ う な 制 御 動 作
を 中 止 し 、 そ れ に 必 要 な メ モ リ （ 図 示 せ ず ） の 動 作 も 中 止 す る （ 図 ４ d） 。 し か し 、 フ ィ
ル タ リ ン グ 周 期 の 間 は 現 在 フ レ ー ム と 直 前 フ レ ー ム と の 比 較 動 作 が 行 わ れ な け れ ば な ら な
い た め 、 メ モ リ の 動 作 は 正 常 に 行 わ れ る （ 図 ４ d） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 と こ ろ が 、 画 像 種 類 検 出 信 号 MS_SELが 高 レ ベ ル 状 態 で あ る フ レ ー ム の 間 に 信 号 制 御 部 ６
０ ０ は 画 質 補 償 制 御 動 作 な ど を 正 常 に 実 行 し 、 ま た 、 そ の た め の メ モ リ な ど へ の 電 源 供 給
が 正 常 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 定 め ら れ た フ レ ー ム の 間 に 表 示 さ れ る 画 像 が 動 画 像 で あ る か 静 止 画 像 で あ
る か を 判 別 し 、 静 止 画 像 で あ る 場 合 は 実 質 的 に 動 作 が 行 な わ れ て い な い 装 置 に 対 し て 電 源
供 給 を 遮 断 す る の で 無 駄 な 電 力 消 費 を 防 止 で き る 。 例 え ば 、 メ モ リ に 不 要 に 供 給 さ れ る 電
源 が 遮 断 さ れ る と 、 電 源 が 供 給 さ れ て い る 場 合 よ り 約 ５ ％ の 電 力 消 費 を 節 減 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 で 定 め ら れ た 数 値 は 単 に 試 験 値 に よ る も の で あ り 、 こ れ ら 数 値 は 液 晶 表
示 装 置 の 特 性 及 び 周 辺 環 境 な ど に よ っ て 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 は こ れ に
限 定 さ れ ず 、 請 求 の 範 囲 で 定 義 し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し た 当 業 者 の 多 様 な 変 形
及 び 改 良 形 態 も 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 映 像 種 類 検 出 部 の 詳 細 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 動 作 タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 動 作 タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ４ ｃ 】 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 動 作 タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ４ ｄ 】 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 動 作 タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 　 ３ 　 液 晶 層
１ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 　 表 示 板
１ ９ ０ 　 画 素 電 極
２ ７ ０ 　 共 通 電 極
３ ０ ０ 　 液 晶 表 示 板 組 立 体
４ ０ ０ 　 ゲ ー ト 駆 動 部
５ ０ ０ 　 デ ー タ 駆 動 部
６ ０ ０ 　 信 号 制 御 部
６ １ ０ 　 フ レ ー ム メ モ リ
６ ２ ０ 　 画 像 種 類 検 出 部
６ ２ １ 　 デ ー タ 比 較 部
６ ２ ２ 　 画 素 フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー
６ ２ ３ 　 ラ イ ン フ ラ ッ グ カ ウ ン タ ー
６ ２ ４ 　 フ レ ー ム 状 態 検 出 部
８ ０ ０ 　 階 調 電 圧 生 成 部 　 　
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【 図 ３ 】 【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】

【 図 ４ ｃ 】

【 図 ４ ｄ 】
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不必要的功耗。 驱动装置提供一种数据驱动单元，该数据驱动单元从多
个灰度电压中选择与视频数据相对应的灰度电压，并将该灰度电压作为
数据电压施加至像素，并且向数据驱动单元提供图像数据。 信号控制基
于数据和紧接在前的图像数据之间的差来确定当前帧的图像是运动图像
还是静止图像，并且如果确定该图像是静止图像，则取消视频信号校正
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